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～きこう。えがおで・ゆったりと 奪

みなさん こんにちは 1 平成26年度  第7ブ囲ック母親委員です ☆

第了ブロッ例よ、森下」ヽ、南部小、富主見 Jヽ、西豊田小、東豊田小、東源台」ヽ、高松中、
豊囲中、栗豊田申の9校18各で活動しています。

本年度のテーマは、31き続き

きこう 。えがおで eゅったりと 場

「私たち、子供の話をちゃんと聞けているかな ?J
「○○しなさい !」 は、ちょっと置いておいて。.。 えがおで、ゆつたり、聞いてみよう♪

そんな想いから生まれたテーマを胸に、元気に楽しく活動していきます。

そして以下の活動を、この問 親委員だより」でご報告していきます。

みなさんにも興0未・関心を持っていただけるよう頑張ります。

どうぞ よろし<お願いします

年間活動予定

母親委員会だより発行  (9月・12月。3月 )

平成26年 9月発行

母親委員:

担当校: 西豊田小ザ校
富士見小学校
豊田中学校

です。

4月 25日 (金 ) 第tプロック母親委員会  定Fll会

5月 30日 (金 ) 第一回 市睡 母親委員会全体研修会

6月14日 (土 ) 第tプ圏ック研修会0母親委員会公開講座「地球のステージ |」

6月～9月 南P連「天使からのポェムJ募集、選者

7月 2日 (水 ) SBSe静 岡放送局新聞社見学

7月 28日 (月 ) 「なんざっこと遊|∫う」

9月 6日 (土 ) 母親委員会主催全体研修会 「家庭学習の質の向上」

9月 12日 (金 ) 美味しいお茶の入れ方講座 & 懇談

10月 2日 (本 ) 静岡北中学校 議 F・5

講座 SNSにつしヽて

静岡市PTA大会

地震防災センター見学

第二回 繭P連母親委員会全体耕修会

情報交換会(家庭学習について)

第七プロック母親委員会 反雀会

第二回 商P連母親委員会全体研修会

11月 5□ (水 )

11月 22日 (■ )

12周 2日 (火 )

12月

1月

2月

3局

☆年3回



餞 翁贔≫中鬱

講師 桑山 紀彦氏

世界各地の紛争地帯や災書現場経て甕療救援活

動を続けている臨 地震等の緊急医療救援、
被災者の心のケアに舞 。現在1ま寓城県名取市
の東北国際医療会にて心療内料の診繁にあたって
もヽる。東露本大震舞難憲噸ま自らも被災しながら、

震災菫羅より2ヶ月間24時間体割で診療を行う。
その後は被災した人たちの心のケアも行う。

隅 法人地球のステージ代表理事

6寵 14圏 (圭)総下慮ヽ攣絞

平成 26年度静圏南PTA連絡協議会 第了ブロック6澪:験

離 員会議演会 `地球のステージ'が聞筐ざ犠隷ノたo

静かで ,燿 。優しい豊このせて流れて<る歌声 |よ、

心1こ しっとりとしみ入ります。

電 界すべてをなんとかしな〕ナリゃ"

そんなメッセージQ込められた歌声にあわせて

世界中の美しい風景が流れて行きます。

世界申には様々な羨害や紛争が溢れかえっています。

例え|ざ ソマリア (アフ1プ方｀

隣圏:こある懇 キャン資 は 鰤 で命を落としてしまう

子ども選がいます。なも蒙財道具ないのに子ども達は二]二重

と笑つています。「キャンプの大Aま銃を持っていない。銃や紛争が嫌いな大人たちだから、優ししヽ大人ぱっかり :1

物はなしヽ|すれど、メさは落ち種いている。

それまでの生涯は一体どれほどのものだったのか、と考えさせられます。

l」llえ 1ざ イラン、フィ:リ ピン、インドe c c

そ時 ヽ鑢 取南鸞上 (ゆりあげ)地区

みなさんの記憶の中にもしっかりと残ってしヽる地名かと思います。あの尋、栗穆本人震災こ襲われたあの3奪、
各取の支子中学賓 、露える手を押さえつiすながら撮った携蒲映像が流れてきましたこ

あの震災後、たくさんの生き残った人たちがどう生きているのか。心配こそすれ、想像もついていなかつた私の頭に
ガツンと攀を当てられな うな気がしました。

あの□、津渡を目の当たりにした子供たち 。0。 行き場のなしヽきは、さまよっていました。

心錮 了き場をな<した子供たちの心教フアのために、ジオラマを作るワークシ撃ップを4れ まヽした。
1,復興前の関上の街 2,あの日見た光景 3.未来の間上の衛
復興前の爾はみんなで作り上|ス あの園見た光景は、一人ずつ 。・ 。中に1篠波に流される人や家を作つた子どもも
いたそうですqそして未来の街に1款きなタワー、足元は津波に影響を受けなしヽよう|こ高輔:こなっていました。

あの日、あの津波で子供を失った親がいて、親を矢った子供がいて、
津波は机 なの想像力を奪ぃ取ってぃき妻した。

辟        膠 鶴亀ポ鶴 鰺繭竃覇亀憾欲 臨寵鰺醐ポ ∫

現在富城県名取南には、F地球のステージ」と 賜鞍」雪群発 という施設があつます。
「髄上の講簿」では震災の記憶を語盤 ぐ、「語り部Jによる語り部の会や
ワークショップの子ども達と作った映画「′3もきな石」の上映会
開上地区の案内を行っています。

桑出医師は歌い、語ります。様々な土地での出会いやその環境を、映像と歌とその言葉で伝えて<れます。
それ1ま私たちにとって、とても特別なことのように居えるのですが、
降燃峙Bりな人間では制 と言葉にこそ盤l_7ませんが ずっと語りか|すています。

[自分1よ しヽろんな国の人を腕|するつもりが勤|す られてきた、だからお返Lン をしでァ`ます。』

自分にも何かできるかも矢針霊熱 1ヽなんでもしヽいなら何か一歩踏み遠してみよう !そう思えるステージでした。

鋼饉 NPO藩人地球のステージ  htip://e― stageo■ e,o『9/

鰊 の議鐵:  毎ttp1//tsunami― menoriが ,org/

(鍛轍寺鋤

書・家"窯110100い i5:00(火 ,鐙撼体鑢)

量,虜・続110:00-17100(等 雛:|-3躍鯵9:00い i6:峨 0)
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颯詢閂鍮隕鰊

《参加者》

舞評じブ圃ック母謬誕蒔員 7名

静岡県立寵部特別支援学校にで開催された Fなんぶ っことあそぼう』に参加 しました。

この行率は地域交流を目的として、毎年 7月下旬 |こ開催されてしヽます。画豊腫堰ヽ学校の

子ともたちが雨書S特別支援学校を読問し、両校の見菫で構成されうグJ1/鳳プ逸作り、グル

―プけとにゲ・・―ムや読み聞か楚などを一緒

|こ爽しんてい畿亀

私たち母親委員は極側の絵本の読み聞か

せと共に、去年からエプ⑫ン 0シアター |こ

とつくら、さらiこ交流を深めました。

鰈聰陽枡

平成 26年 7月 28圏 (月 )

蘭部特別支援学校にて
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11 ■プ圃ン。シンタ・・‐・は練

"が
大変てしたエプ圃ン 。シンタ・・‐・は練

"が
大変てした

が、楽 しい仕推卜けや、子どもたちら一緒

|こ 声を出 して捨話をすすある場面もあ

り、発 しめたので 1ま なしヽか、と思いま

す。

このような活動を通して、いうしヽるな方々と交流できたこと

は、子ともたちにとっても、私たち母親にとっても、大切な

経験 :こ なったことな思 bヽます。




